
MHH1ImHIHH日日=日日lmHM日日HHIllIH川IIJMu日日川日日日日日日川[‖l‖lM川HllH川日日JH‖l‖川川HlMHl

霊長類研究所年報
1日HMMIIH日日日日日日lHIllllHHMrHIMIHHM日日1日川HllHll川IllMlH日日日日日日日日‖lHJHHH日日LHHl川日日川

VoL.3

1973

A剛UALREPORT$OFTHE

PRIMATERESEARCHINSTITUTE

KYOTOUMVERSJTY



ハヌマン･ラングールの生態 (生活史研究部門)

根雪朋の二ホンザル (社会研究部門)





目 次

1111立7昨日を迎えて

Ⅰ 研究所 の概要

1.組 扱

2.予 井 概 況

3. 研 究 設 備

4.研 究 Ul.動

1.4長田退伝学の立場から

2.娃悠学または吐清史研兜の立切から

Ⅱ 共同利用研究

1.概 要

2.研 究 成 穴

設 定 現

2

り一

3

3

野 沢 謙･--14

山 串 九 州-18

1. ニホソザル地域何体郡の研究- ---･･･--･････- ･･.･.････=-一･･.･････-･･･････-.････.･･･････.-･･-23

2. iE活株式ならびに身性特徴との田連における霊長桝のt,コIt--シ.1ソに関するTJr.鷲-･･..･･･34

4.主としてニホソザルを対象とした行動の研究

5.行動の禿硯校仔に関する神経4･'.理学的研究

6.霊長炉の生刑に関する基礎的研究

自 由 課 題

3.研 究

付 録 共同利用研究による菜統一党 (44年度～47年度)

縛 弧 ツ･/ポジウム ｢ホミニ七一ツワソJTl 6.r:)



創 立 7年 目 を迎 え て

初代のIIrr技として6カ年の良きにわたり,常々として研兜所nl】設の菜掛 こ身なii!して来られた近服四郎放校が.

本年･3月末内規によって所艮取を退かれた扱な受けて,まことに.rLl.いもかけず,抜放の扱い私にその瓜穴が荷せ
られることになった｡そこでまず身に泌みて感じたのは先7rl紙氏の労苦,Cある｡わが田ではまったくm例のない

研究所をこれまでに育てあげてきた関係者の熱意と努力に,いまさらながら探い敬意の念を光える｡それと同時

に,研究所設立の節一次計画が完成期に入ろうとしている現在の段階の盃大きがひしひしと岱ぜられるo

昭和48年度には生化学研究部門の新設が認められて,本研究所も8部門2施設を桝するまでに成托した.関係

当局の御理酔こより,当初の計両は蒼々と進んできたが,その間学問の進展や研究所内外の情勢の推移に伴って.

さまざまな歪みが生じてきたことも否定できない｡これらの誼みを是正するために,これまでにひとかたたらぬ

労力がなされてきたにもかかわらず.未だ脈決にほど速い閉店がかなり残っている｡緊急を変するものに,たと

えはサルWl保雄飼育管理施設の充実がある｡坪に火映mサル桝の検疫 ･飼'ff･侃祉節理のために.現状にみあう

だけの施設に拡充する必要があるだけでなく.大規校な米紙コ｡ユーを設けて自家LLi流を計らなければ,非同利

用研究はもとより所内の研究の舗用にもとうてい応じきれないような状況になりつつある｡

また,野外研究のlAを確保する必要上,研兜林を設けることをかねてから要求していたが,率い*咋庇はその
一環である下北研兜林が特別部詔として認められた｡国土開花の名目のもとに自然破城が松原の火のように比が

りつつある今口.この計田を全国的に推し進めることがJ.P.眉の急であると考えられるが.これは当故地城の竹抑

践関や地元との班維な折的な必要とするきわめて困難な部菜である｡

ホ研究所迅封委員を選出する母体である盟F<研研究連絡会が,その実休にふさわしく名称を霊長析研究者連絡

会と改め,会規約も制定して,本年3月新苑足した｡現在会員は約210名に通しており,去る6月には新会員に

よる推肥投票が行なわれ,抑4期運営委員が選出された｡共同利用研究に関する研究所の道営践柄が一応整った

わけで,会員各位の御理解と御協力に心から感謝の忠を宋する.

この年報の網袋が進められているとき,本年4月1日定年制によって退官された時突利彦前教授が韮体との報

が伝わり,所員一同の祈念も空しく,8月3日ついに不帰の客となられた.まことに痛恨の極みである｡先生は

設立叩耶委員として本研究所の設立に情熱を憐けられ,研究所発足後は神経生理研究部門の教授として霊長塀の

打消生班学の進捗のために先市者の役を果たされたのみならず,近藤前所長のこの上ない相談役として,本研究所

の迎四･禿旅のために尽くされた功机は実に仲大である.今はただ謹んで先生の御冥福をお祈りするよりほかは

ない｡

昭和48年 9jll口

所 長 大 沢 折
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